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こくみんライブ　堂込

フォロー
お待ちしています

日頃より温かいご支援を賜り、心より御
礼申し上げます。
2月18日に開会した第221回特別国会で
は、重要法案や政策課題について審議を
行ってまいりましたが、私たちの暮らし
を取り巻く環境は、依然として厳しい状
況にあり、長引く物価高は家計に大きな
影響を及ぼし、人手不足や資材価格の高
騰は地域経済を支える中小企業にも重い
負担となっています。また、少子高齢化
や人口減少が進む中、地方の活力をいか
に維持し、次の世代へ安心して暮らせる
社会を引き継いでいくかも、政治に課せ
られた大きな使命です。
こうした課題を乗り越えるために、物価
上昇に負けない所得の向上、働く人が報
われる環境づくり、地域経済を支える中
小企業への支援、そして次世代への投資
を着実に進めることが、日本の持続的な
成長には不可欠です。
私は、地域で皆さまからお寄せいただく
声を何よりも大切にし、その声を国政へ
届けるため、所属する委員会等あらゆる
場で積極的に質疑を重ねています。現場
の実情を踏まえた政策こそが、国民の暮
らしを支え、地域の未来につながると信
じています。
これからも皆さまの暮らしと地域の発展
につながる政策の実現に全力で取り組ん
でまいります。今後とも変わらぬご支
援、ご指導を賜りますようお願い申し上
げます。

参議院議員

朝活実施中！

ト ピ ッ ク スト ピ ッ ク スト ピ ッ ク ス に出演しました

6月4日、YouTube番組
「GO!GO!こくみんライブ」に
出演しました。森ようすけ衆議
院議員（＝写真右）の司会進行
のもと、新議員の高沢かずもと
衆議院議員（＝写真中央）をご
紹介したほか、拉致問題解決に
向けた取り組みについてもお話
ししました。番組名を検索のう
え、ぜひご覧ください。

討議資料
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国会見学をしませんか？国会見学をしませんか？

SMILE NEWSは
ホームページからもご覧いただけますSMILE
NEWSSMILE
NEWSSMILE NEWS

茨城から日本を笑顔に

▲出身校の阿見第一小学校の皆さん

毎週月曜日の朝には、県内の駅や主要な交差点などで
ご挨拶を行っています。通勤・通学でお忙しい時間帯
とは存じますが、地域の皆さまと直接お会いし、お声
を伺える大切な機会と考えています。お目にかかれた
際には、ぜひお気軽にお声がけください。

▲阿見町 ▲境町 ▲かすみがうら市

月に1回のペースで、各地においてタウンミーティング
を開催しています。国会での委員会活動や質疑などに
ついてご報告する国政報告に加え、参加者の皆さまと
の意見交換を行っています。いただいたご意見やご要
望を国政に反映できるよう努めております。ぜひお気
軽にご参加ください。

▲ひたちのうしく駅 ▲日鉄めっき鋼管労働組合
下妻工場門立ち

各種SNS
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をおこなっていますタウンミーティング



ｃMr. Antony�Tran

政府開発援助及び国際協⼒・⼈道⽀援等に関する
特別委員会質疑
政府開発援助及び国際協力・人道支援等に関する
特別委員会質疑
4月1日の政府開発援助及び国際協力・人道支援等に関する特別委員
会において、米国の関与縮小など国際協力の構造変化に対する認識
と、日本が支援する空白地域・分野にどう関与するかをただしまし
た。茂木外務大臣は、相手国のニーズに応じた「顔の見える」協力
を進め、グローバルサウスとの連携強化や同志国と協働し、自由で
開かれた国際秩序の維持強化に取り組むと答弁しました。

内閣委員会質疑内閣委員会質疑
5月15日 委員会審議に入った国家情報会議設置法案について、本会議
に引き続き「透明性」「政治的中立」「民主的統制」「国民の自由と権
利の尊重」の観点から質問を行いました。情報活動に従事する職員や
協力者、その家族の安全確保について実効性ある保護制度の早期検討
を求めたところ、木原官房長官は、危険を伴う情報活動に携わる職員
や協力者、家族の安全確保は極めて重要な課題であり、認識を共有し
ていると答弁しました。
また、6月9日 経済安全保障推進法案質疑では、中東危機で農業に不
可欠な肥料、特に窒素系肥料の尿素の調達に懸念が広がっていること
を受け、安定調達と確保に向けての取組をただしました。山本農林水
産政務官は、鈴木農林水産大臣がマレーシア政府・国営企業と安定供
給や長期契約について協議したことを報告し、今後も調達先との連携
強化に取り組むと述べました。

本会議代表質問本会議代表質問
５月８日 国家情報会議設置法案本会議質疑にて代表質問に
立ち、国民民主党が重視する「透明性」「政治的中立」「民
主的統制」「国民の自由と権利の尊重」の観点から高市総
理に質問。また、国民の理解と信頼の向上、専門人材の確
保、情報保全、同盟国との情報連携、情報要員と家族の安
全確保などについても提起しました。高市総理は、これら
の理念について認識を共有していると答弁、インテリジェ
ンス機能の強化と民主的な統制の両立を図る考えを示しま
した。

決算委員会質疑決算委員会質疑
７月６日 令和６年度決算締めくくり総括質疑（NHK中継）
に立ち、総理はじめ各大臣に対し質疑を行いました。「賃
上げは数字ではなく、国民が暮らしの中で実感できてこそ
意味がある」ことを訴え、地方産業の競争力強化や人手不
足対策、物価高対策を一体的に進めるよう求めました。高
市総理は、「全国どこでも安心して働き、暮らし続けられ
る社会」の実現が目指す姿であると述べ、日本成長戦略と
地域未来戦略を通じて国内投資を促進し、中小企業の稼ぐ
力の強化や地域産業クラスターの形成によって、地方にも
賃上げの流れを広げていく決意を示しました。
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 「物価上昇を1%程度上回る
賃金上昇」に向けた
環境整備を求める要請

2/12

茨城県連
2026年度定期大会

2/21

茨城県連
街頭演説会

2/21

小美⽟市市制施⾏
20周年記念式典

3/22

一⾔蘭友会
春蘭展示会

3/22

男女共同参画
推進本部

3/24

第97回
茨城県中央メーデー

4/25

ポスティング大会
INつくば市

5/9

 ジルベール F. ウングボILO事務局長との
意見交換会

5/20

自治労国会請願

5/22

第一部会

5/26

スミハツ労働組合
結成80周年記念式典

6/6

連合茨城2026年
新春のつどい

JX金属労組結成
80周年記念パーティー

浅野さとし候補
総決起集会

1/8 1/14 1/31

全タイヨー労働組合
2025年度新入社員国会⾒学

2/16

2026春季生活闘争
要求実現3.7総決起集会

3/7

非核三原則の厳守・
実行を求める議員会館前集会

4/17

就職氷河期
課題対策調査会

6/11

本会議での代表質問をはじめ、所属する内閣委員会、決算委員
会、政府開発援助及び国際協力・人道支援等に関する特別委員会
において、今国会では15回の質疑に立ち、国民生活や地域の課
題について政府の考えをただしました。
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